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石
川
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
シ
ン
グ
ル

ス
選
手
権
大
会
個
人
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

中
谷
心
萌
（
金
沢
向
陽
高
）
▽
平
成
29
年
度

石
川
県
高
等
学
校
新
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
大
会
女
子
団
体
優
勝

谷
口
諒
真
（
金
沢
市
立
工
業
高
）
▽
平
成
29

年
度
石
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
競
技
男
子
団
体
優
勝
、
個
人
シ
ン

グ
ル
ス
優
勝

國
谷
晃
汰
（
金
沢
高
）
▽
第
１
３
６
回
北
信

越
地
区
高
等
学
校
野
球
石
川
県
大
会
団
体
優

勝髙
山
邦
夫
（
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）
▽
平

成
29
年
度
北
信
越
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
男
子
65
歳
以
上
個
人
準
優
勝

寺
下
洸
平
（
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）
▽
平

成
29
年
度
北
信
越
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
一
般
男
子
個
人
第
３
位

橋
本　

遥
・
井
田
真
季
（
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

協
会
）
▽
平
成
29
年
度
北
信
越
選
抜
イ
ン
ド

ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
一
般
女
子
個

人
準
優
勝

嶋
垣
英
和
（
町
相
撲
連
盟
）	

第
69
回
石
川
県

民
体
育
大
会
相
撲
競
技
個
人
壮
年
の
部
優
勝

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
団
体
）

小
木
相
撲
教
室
（
半
田
翔
誠
、
金
田
晴
輝
、

加
藤
梨
生
）
▽
第
21
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
石
川

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
団
体
戦
の
部
優
勝

小
木
中
学
校
（
坂
口
慶
一
、
山
﨑　

駿
、
南

山
空
哉
、
北
濱
拓
海
、
半
田
大
晟
）
▽
第
38

回
北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会
相
撲
競
技

団
体
第
３
位

能
登
高
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
米
澤

優
、
奥
野
立
樹
、
絈
井
洋
一
、
大
澤
和
馬
、

大
町　

陸
、
東　

拓
真
、
寺
山　

諒
、
前
田

公
平
、
道
下
晟
多
、
曽
山
結
心
、
一
松
明

芳
、
鳥
竹
海
音
、
籔
本
聡
汰
、
髙　

陽
介
、

野
呂
育
摩
）
▽
第
41
回
北
信
越
高
等
学
校
選

抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
男
子
団
体
第
１
位
、

平
成
29
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
男
子
団
体
優

勝
、
平
成
29
年
度
石
川
県
高
等
学
校
選
抜
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
男
子
団
体
第
１
位

能
登
高
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
山
本
英

里
、
下
畠
奈
巳
、
濱
田
瑠
奈
、
濵
中
桃
花
、

谷
村
明
日
香
、
佐
々
木
萌
恵
、
宮
村
優
花
、

谷
元
美
紗
、
牧　

和
音
、
皆
戸
彩
夏
、
⻆
亜

由
奈
、
中
田
優
衣
）
▽
第
41
回
北
信
越
高
等
学

校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
女
子
団
体
第
２

位
、
平
成
29
年
度
石
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
女
子
団
体
優

勝
、
平
成
29
年
度
石
川
県
高
等
学
校
選
抜
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会
女
子
団
体
第
１
位

能
登
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
（
⻆
谷
友
梧
、
山

口
真
琴
、吉
田
優
佑
、坂
本
賢
太
朗
、濱
中　

佑
、

梅
田
聖
流
、
吉
田
ち
は
る
、
山
口
菜
摘
、
勝
又

　

凛
）
▽
平
成
29
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育

大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会
男
子
団
体
１

位
、
平
成
29
年
度
石
川
県
高
等
学
校
新
人
体
育

大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
男
子
団
体
優
勝
、
女

子
団
体
優
勝

能
登
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
（
蔦
恵
一
、
谷
内

琢
哉
、
清
水
基
善
、
川
端
光
明
、
善
野
功
太
、

谷
内
智
裕
、
山
下
康
輔
、
下
畠
雅
大
、
東
﨑
雄

平
、
小
原
信
幸
、
中
宮
篤
志
、
紺
谷
仁
志
、
寺

下
洸
平
、
川
﨑　

優
、
山
下
藍
里
、
元　

悠
香
、

曽
良
尚
子
、
山
本
未
来
）
▽
第
69
回
石
川
県
民

体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
一
般
男
子
優
勝

平
成
29
年
度
石
川
県
ク
ラ
ブ
・
実
業
団
選
手
権

大
会
実
業
団
男
子
優
勝
、
ク
ラ
ブ
女
子
優
勝

能
登
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
赤
阪
き
よ
子
、

寺
下
澄
子
、
前
田
道
子
、
洲
崎
か
つ
子
、
石
田

澄
子
、新
谷
紀
子
、鍋
谷
由
美
子
、鳥
毛
か
づ
み
、

干
場
ふ
じ
子
、
平
末
知
子
）
▽
第
69
回
石
川
県

民
体
育
大
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
壮
年
女
子
の

部
１
位
、
第
33
回
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
予
選
会
女
子
優
勝
、
第
37
回
石
川
県
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
団
体
優
勝

　町スポーツ表彰式が 3 月 1 日、役場
能都庁舎であり、全国大会などで活躍
を見せた選手の功績をたたえました。
　各部門の受賞者は次のとおりです。

平成 29 年度能登町スポーツ表彰

スポーツの力で活力ある町に
アスリートの功績たたえる

能
登
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

安
孫　

周
（
石
川
高
専
）
▽
第
52
回
全
国
高
等

専
門
学
校
体
育
大
会
、
第
41
回
全
日
本
高
等
専

門
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
シ
ン
グ
ル

ス
第
３
位
、
ダ
ブ
ル
ス
準
優
勝
、
団
体
準
優
勝

安
孫　

幹
（
石
川
高
専
）
▽
第
52
回
全
国
高
等

専
門
学
校
体
育
大
会
、
第
41
回
全
日
本
高
等
専

門
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
ダ
ブ
ル
ス

準
優
勝

川
上
春
菜
（
日
本
海
倶
楽
部
）
▽
２
０
１
７

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｓ
陸
上
競
技
世
界
選
手
権
大
会
４
×

１
０
０
㍍
リ
レ
ー
団
体
第
２
位

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

半
田
翔
誠
（
小
木
相
撲
教
室
）▽
平
成
29
年
度

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
、全

日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会
第
20
回
北
信
越
大

会
４
年
生
以
下
の
部
第
３
位

坂
東
佳
汰
（
小
木
相
撲
教
室
）
▽
第
29
回
石
川

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
相
撲
交
流
大
会
４
年
生
の

部
優
勝

竹
口
陽
菜
・
宮
下
日
香
莉
（
能
登
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
▽
第
19
回
北
信
越
小
学

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会
女
子
５
年
生

の
部
個
人
戦
・
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

宮
下
亜
華
莉
（
能
登
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
）
▽
第
45
回
石
川
県
小
学
生
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会
１
部
女
子
個
人
戦
・
ダ
ブ
ル

ス
優
勝

坂
口
慶
一
（
小
木
中
）
▽
第
38
回
北
信
越
中
学

校
総
合
競
技
大
会
相
撲
競
技
個
人
中
量
級
第
２

位南
山
空
哉
（
小
木
中
）
▽
第
38
回
北
信
越
中
学

校
総
合
競
技
大
会
相
撲
競
技
個
人
重
量
級
第
３

位藤
谷
武
蔵
（
県
立
金
沢
錦
丘
中
）
▽
第
51
回
石

川
県
中
学
校
弓
道
大
会
個
人
男
子
優
勝

米
澤　

優
・
奥
野
立
樹
（
能
登
高
）
▽
第
29
回

北
信
越
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
抜
イ
ン
ド

ア
大
会
男
子
個
人
第
３
位

山
本
英
里
・
下
畠
奈
巳
（
能
登
高
）
▽
平
成
29

年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
女
子
個
人
第
２
位

宮
村　

優
花
・
牧　

和
音
（
能
登
高
）
▽
平
成

29
年
度
石
川
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
新
人
大
会
女
子
個
人
第
１
位

道
下
晟
多
・
曽
山
結
心
（
能
登
高
）
▽
平
成
29

年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
個
人
第
３
位

中
町
真
澄
（
能
登
高
）
▽
第
22
回
北
信
越
高
等

学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
男
子
円
盤
投
第
３
位

⻆
谷
友
梧
（
能
登
高
）
▽
第
37
回
北
信
越
春
季

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会
男
子
個
人
第
２
位

濱
中　

佑
（
能
登
高
）
▽
平
成
29
年
度
石
川
県

高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技

男
子
個
人
優
勝

坂
口
達
哉
（
飯
田
高
）
▽
平
成
29
年
度
北
信
越

高
等
学
校
体
育
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

競
技
個
人
69
㎏
級
第
３
位

辻
口　

萌
（
七
尾
高
）
▽
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
カ
ッ
プ
2
０
１
７
シ
ン
グ
ル
ス
予
選
会
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞

高
宮
一
成
（
町
卓
球
協
会
）

　

高
宮
さ
ん
は
昭
和
57
年
度
か
ら
旧
能
都
町
卓

球
協
会
に
所
属
し
、
昭
和
61
年
度
か
ら
は
役
員

と
し
て
事
務
局
や
会
計
な
ど
13
年
間
務
め
、
協

会
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
合
併
後
は
協
会

設
立
に
邁
進
し
、
能
登
町
卓
球
協
会
監
事
、
理

事
を
歴
任
し
協
会
の
運
営
、
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

現
在
も
奥
能

登
体
育
大

会
、
県
民
体

育
大
会
な
ど

の
各
種
大
会

に
役
員
、
選

手
と
し
て
携

わ
り
、
活
躍

を
み
せ
て
い

ま
す
。

能
登
町
相
撲
連
盟
（
中
平
翔
伍
、
嶋
垣
英
和
、

濱
夢
沙
士
、
寺
下
祐
樹
、
濱
大
功
未
、
又
多
敏

晴
、
坂
下
昭
徳
）
▽
第
69
回
石
川
県
民
体
育
大

会
相
撲
競
技
団
体
優
勝

能
登
町
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
（
久
保　

文
、
駒

寄
真
弓
、
坪
江
加
奈
）
▽
第
69
回
石
川
県
民
体

育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
女
子
団
体
優
勝

優れた成績を収めた選手ら
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本
年
は
、
明
治
元
年
か
ら
１
５
０
年
を
迎

え
る
年
で
あ
り
、
政
府
は
平
成
30
年
を
節
目

と
し
て
、
改
め
て
明
治
期
を
振
り
返
り
、
将

来
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
地
方
公
共
団

体
や
民
間
企
業
と
共
に
、
様
々
な
関
連
施
策

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
代
国
家
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

た
明
治
期
は
、
政
治
、
産
業
、
教
育
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
近
代
化
へ
の
取
組
が
行
わ

れ
、
国
の
基
本
的
な
形
が
築
き
上
げ
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
明
治
維
新
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、

戦
後
の
復
興
や
高
度
経
済
成
長
な
ど
、
こ
の

１
５
０
年
間
は
、
大
き
な
社
会
的
変
化
を
何

度
も
経
験
し
な
が
ら
、
国
、
そ
し
て
地
方
が

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
代
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
や
「
人
工
知

能
」、「
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
な
ど
、

ま
さ
に
社
会
的
大
き
な
変
化
の
中
に
あ
り
、

「
温
故
知
新
」
の
精
神
で
、
先
人
の
知
恵
や

精
神
に
学
び
な
が
ら
、
新
し
い
能
登
町
の
町

づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
大
き
な
社
会
的
変
化
の
中
で
、福
祉
、

防
災
、
教
育
な
ど
、
町
づ
く
り
に
も
っ
と
も

影
響
を
与
え
る
変
化
は
、「
人
口
減
少
」
で

あ
り
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
「
人
口
構
造
の

変
化
」
で
あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、「
能
登
町

創
生
総
合
戦
略
」
を
も
と
に
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
常
に
成
果
を
検
証
し
な
が
ら
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
交
流
人

平
成
30
年
度

施
政
方
針

　

能
登
町
第
二
次
総
合
計
画
3
年
目
と
な
る
平
成
30
年
度
は

ど
の
よ
う
な
施
策
が
行
わ
れ
る
の
か
―
―
3
月
定
例
会
議
で

持
木
町
長
が
述
べ
た
、
施
政
方
針
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

口
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
「
イ
カ
の
駅
」
を
中
心
と
し
た
九
十
九

湾
周
辺
の
整
備
の
ほ
か
、
秋
吉
地
区
で
受
け

継
が
れ
て
き
た
ア
マ
メ
ハ
ギ
が
「
来
訪
神
～

仮
面
・
仮
装
の
神
々
～
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ

世
界
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
が
見
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
。
登
録
さ
れ
ま
す
と
「
奥
能
登

の
あ
え
の
こ
と
」
を
含
め
て
二
つ
の
世
界
無

形
文
化
遺
産
を
有
す
る
町
と
な
り
、
能
登
町

の
強
み
で
あ
り
ま
す
、
先
人
か
ら
受
け
継
い

で
き
た
伝
統
文
化
が
よ
り
一
層
輝
き
を
増

し
、
世
界
的
に
も
注
目
を
集
め
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
も
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
明
治
22
年
の
町
村
制
施
行
時
に
、

１
町
12
村
で
あ
っ
た
能
登
町
内
の
町
村
が
、

昭
和
、
平
成
の
大
合
併
を
経
て
一
つ
の
自
治

体
と
な
り
、
13
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
の
町
政
推
進
の
礎
と
な
り
ま
す
新
庁
舎

に
つ
い
て
は
、
今
後
本
格
的
に
工
事
が
進
捗

い
た
し
ま
す
。
新
庁
舎
が
、
町
民
の
交
流
の

場
や
安
全
・
安
心
の
拠
り
所
と
な
る
と
と
も

に
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
末
永
く
町

民
に
愛
さ
れ
る
庁
舎
と
な
る
よ
う
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

礎
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
13
年
間
で
積
み
重

ね
て
き
た
も
の
が
形
と
な
っ
て
い
く
一
年
に

な
り
ま
す
。
先
人
が
守
り
続
け
て
き
た
文
化

や
、
町
が
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
施
策
を

し
っ
か
り
と
未
来
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
や
職
員
の
定
員
適

正
化
計
画
の
実
施
に
よ
る
経
常
経
費
の
削
減

に
加
え
、
計
画
的
な
繰
上
償
還
の
実
施
に
よ

り
、
公
債
費
や
町
債
残
高
の
縮
減
を
図
り
、

財
政
指
標
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
改
善
の
効

果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
歳
出
面
で
は
、
今
後
は

人
口
減
少
問
題
対
策
費
や
高
齢
者
増
に
よ
る

社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
を
は
じ
め
、
近

年
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
よ
る
公
債

費
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
事
、
そ
し
て
歳
入

面
で
は
、
依
然
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存

財
源
に
頼
る
体
質
で
あ
り
、
財
政
力
を
示
す

指
標
は
低
水
準
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は

第
二
次
総
合
計
画
に
掲
げ
ま
し
た
「
町
民
が

自
信
と
誇
り
が
持
て
る
町
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
観
光
交
流
人
口
の
拡
大
や
定
住
促
進
施

策
の
充
実
、
一
次
産
業
の
活
性
化
等
、
能
登

町
創
生
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
べ
く
編
成
い

た
し
ま
し
た
。

　

環
境
教
育
の
普
及
と
実
践
を
通
し
て
、
世

界
農
業
遺
産
で
あ
る
「
能
登
の
里
山
里
海
」

を
保
全
し
、
次
代
へ
と
継
承
す
る
取
り
組
み

と
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
積

①
自
然
環
境
と
の

絆
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

極
的
に
推
進
し
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目

指
す
も
の
で
す
。

　
「
世
界
農
業
遺
産
推
進
事
業
」
で
は
、
世

界
農
業
遺
産
活
用
実
行
委
員
会
や
能
登
Ｇ
Ｉ

Ａ
Ｈ
Ｓ
（
ジ
ア
ス
）
推
進
協
議
会
へ
の
負
担

金
を
計
上
し
、「
環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く

り
推
進
事
業
」
で
は
、
引
き
続
き
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
や
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
普
及
を
促
進
し
ま
す
。

　
「
道
路
整
備
費
」
で
は
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
事
業
、
地
方
創
生
道
整
備
推
進

交
付
金
事
業
を
継
続
し
て
計
上
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
橋
り
ょ
う
・
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て

も
、
計
画
的
に
点
検
を
実
施
し
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
進
め
ま
す
。

　
「
街
路
整
備
」
で
は
、
引
き
続
き
「
駅
山

手
線
街
路
整
備
事
業
」
を
計
上
し
、
市
街
地

の
回
遊
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
「
小
木
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
」

で
は
、
道
路
改
良
の
ほ
か
、
観
光
交
流
施
設

や
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、
小
木
地

区
の
都
市
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
「
の
と
里
山
空
港
利
用
促
進
事
業
」
で
は
、

町
民
向
け
の
利
用
促
進
事
業
に
お
い
て
、
羽

田
空
港
で
の
乗
継
助
成
を
引
き
続
き
実
施

し
、
搭
乗
率
向
上
を
図
り
ま
す
。

②
誰
も
が
住
み
よ
い
と
感
じ
る

　

地
域
が
一
体
と
な
っ
た

　

ま
ち
づ
く
り
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て
、
株
式
会
社
能
登
町
ふ
れ
あ
い
公
社
が
柳

田
食
産
株
式
会
社
の
事
業
を
継
承
す
る
た
め

に
必
要
な
資
金
を
出
資
い
た
し
ま
す
。
あ
わ

せ
て
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
振
興
対
策
事
業
」
に

お
い
て
、
農
林
産
物
総
合
セ
ン
タ
ー
の
老
朽

化
し
た
設
備
を
更
新
し
ま
す
。

　
「
農
地
保
全
対
策
支
援
事
業
」
で
は
、
対

象
と
な
る
農
業
用
機
械
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
認
定
新
規
就
農
者
等
へ
の
助
成
率
を
拡

充
す
る
こ
と
で
、
農
地
の
保
全
と
担
い
手
確

保
を
図
り
ま
す
。

　
「
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
事
業
」
で
は
、

農
家
民
宿
が
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
施

設
整
備
に
対
し
て
助
成
を
し
、
農
家
民
宿
の

高
齢
化
に
よ
る
減
少
を
防
ぎ
ま
す
。

　
「
県
営
ほ
場
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

継
続
４
地
区
の
負
担
金
を
増
額
計
上
す
る
ほ

か
、
新
規
２
地
区
に
つ
い
て
、
採
択
関
連
経

費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

水
産
業
振
興
対
策
と
し
て
「
漁
船
特
殊
保

険
加
入
支
援
事
業
」、「
大
和
堆
漁
場
保
全
緊

急
対
策
事
業
」
及
び
「
イ
カ
釣
り
船
団
応
援

事
業
」
で
は
、
ミ
サ
イ
ル
問
題
や
違
法
操
業

に
よ
り
危
機
的
状
況
に
あ
る
中
型
イ
カ
釣
り

船
団
を
支
援
す
る
も
の
で
、
特
殊
保
険
加
入

へ
の
助
成
及
び
陳
情
等
に
か
か
る
経
費
の
補

助
並
び
に
、
ガ
バ
メ
ン
ト
・
ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
、
船
団
に
対
し
て

能
登
町
産
米
や
船
凍
イ
カ
専
用
箱
の
支
援
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

　
「
観
光
物
産
模
型
制
作
事
業
」
で
は
、
寒

ぶ
り
と
寒
ぶ
り
料
理
の
模
型
を
制
作
し
、
の

と
里
山
空
港
荷
物
受
取
所
の
タ
ー
ン
テ
ー
ブ

ル
で
、
町
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
民
間
宿
泊
施
設
魅
力
向
上
支
援
事
業
」

で
は
、
民
間
宿
泊
施
設
の
設
備
投
資
に
対
し

て
助
成
を
す
る
こ
と
で
、
多
様
化
す
る
観
光

客
ニ
ー
ズ
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

　
「
観
光
施
設
管
理
費
」
で
は
、
九
十
九
湾

で
運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
遊
覧
船
を
整
備

す
る
ほ
か
、国
民
宿
舎「
う
し
つ
荘
」及
び「
や

な
ぎ
だ
荘
」
の
一
部
を
洋
室
化
し
、
宿
泊
客

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
す
。

　
「
非
常
備
消
防
費
」
で
は
、
消
防
団
員
報

酬
の
見
直
し
を
図
っ
た
ほ
か
、
消
防
団
員
の

準
中
型
免
許
取
得
へ
の
助
成
等
を
実
施
し
、

消
防
団
員
確
保
対
策
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

「
防
災
総
務
費
」
で
は
、
地
域
の
防
災
力
を

高
め
る
た
め
に
、
引
き
続
き
防
災
士
や
自
主

防
災
組
織
の
育
成
に
努
め
、
防
災
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

　
「
能
登
町
ふ
れ
あ
い
公
社
出
資
金
」
で
は
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
事
業
の
更
な
る
振
興
に
向
け

施 政 方 針
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③
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た

し
ご
と
づ
く
り

　
「
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
」
で
は
、
65

歳
以
上
の
対
象
者
の
助
成
金
に
つ
い
て
、
町

内
医
療
機
関
に
限
り
自
動
償
還
払
い
と
し
、

窓
口
申
請
手
続
等
を
簡
略
化
し
ま
す
。

　
「
配
食
サ
ー
ビ
ス
運
営
事
業
」
で
は
、
新

た
に
１
事
業
者
が
参
入
予
定
で
あ
り
、
１
人

暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
な
ど
、
必
要
な
方
に

に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
提
供
い

た
し
ま
す
。

「
学
童
保
育
事
業
」
で
は
、鵜
川
地
区
に
「
く

ぬ
ぎ
学
童
ク
ラ
ブ
」
を
再
開
設
し
、
児
童
の

健
全
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
「
公
立
認
定
こ
ど
も
園
運
営
費
」
で
は
、

施
設
の
改
修
等
に
よ
り
子
育
て
環
境
の
充
実

を
図
る
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の

た
め
、
非
常
通
報
装
置
の
更
新
を
予
算
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

　
「
母
子
保
健
推
進
事
業
」
で
は
、
特
定
不

妊
治
療
の
助
成
を
、
７
回
目
以
降
に
つ
い
て

は
町
単
独
で
助
成
い
た
し
ま
す
。

　
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
事
業
」
で
は
、

新
た
に
産
後
ケ
ア
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
自
慢
料
理
レ
シ
ピ
を
制
作
し
、
食

育
を
推
進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
新
た
に
小
木
支
所
・
鵜

川
支
所
で
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
能
登
高
等
学
校
魅
力
化
事
業
」
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
支
援
に
加
え
て
、
国
の
地
域
力

創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
活
用
し
、
魅
力

化
事
業
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
引
き
続
き
鳳

雛
塾
の
運
営
を
行
い
ま
す
。

　
「
海
洋
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」

で
は
、
金
沢
大
学
海
洋
生
物
資
源
コ
ー
ス
の

研
究
拠
点
と
し
て
越
坂
地
内
に
研
究
施
設
を

整
備
す
る
も
の
で
、
海
洋
深
層
水
を
活
用
し

た
養
殖
技
術
の
研
究
な
ど
新
産
業
の
育
成
や

交
流
人
口
の
拡
大
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
ド
ブ
ネ
収
蔵
庫
整
備
事
業
」
で
は
、
ド

ブ
ネ
３
艘
の
搬
入
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、

４
月
に
仮
オ
ー
プ
ン
を
行
い
、
ド
ブ
ネ
や
操

船
具
類
の
保
存
修
理
の
様
子
が
見
学
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
「
中
谷
家
住
宅
保
存
活
用
事
業
」
で
は
、

県
指
定
文
化
財
で
あ
り
ま
す
、
黒
川
の
「
中

谷
家
」
の
測
量
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
「
ア
ス
リ
ー
ト
強
化
支
援
事
業
」
は
、
当

町
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
誕
生
を
目
指
し
、

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
ア
ス

リ
ー
ト
を
引
き
続
き
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　
「
定
住
促
進
事
業
」
で
は
、
定
住
促
進
協

議
会
に
お
い
て
引
き
続
き
移
住
・
定
住
の
促

進
を
図
る
ほ
か
、
新
年
度
か
ら
は
若
年
層
や

家
族
層
の
Ｕ
タ
ー
ン
移
住
を
促
進
す
る
施
策

を
進
め
ま
す
。

　
「（
仮
称
）
の
と
未
来
会
議
」
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
・
実
施
す

る
た
め
、
若
者
が
集
い
、
学
び
な
が
ら
能
登

町
の
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
う
場
を
つ
く
り

ま
す
。

　
「
集
会
所
整
備
事
業
」
で
は
、
内
浦
長
尾

地
区
に
お
い
て
、
新
た
に
集
会
所
を
整
備
い

た
し
ま
す
。

　　
「
新
統
合
庁
舎
整
備
事
業
」
及
び
「
総
合

支
所
整
備
事
業
」
に
お
い
て
、
庁
舎
建
設
工

事
の
進
捗
を
図
り
、
平
成
31
年
度
完
成
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
31
年
度
か
ら
公
金

の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
実
施
す
る
た
め
、「
奥

能
登
広
域
圏
事
務
組
合
負
担
金
」
に
、
シ
ス

テ
ム
改
修
に
か
か
る
所
要
経
費
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
当
初
予
算
で
あ
り
ま
す

が
、
一
般
会
計
が
前
年
度
比
21
・
1
㌫
増

の
１
７
８
億
７
３
０
０
万
円
。
特
別
会
計

の
合
計
が
、
前
年
度
比
7
・
0
㌫
減
の

４
６
５
９
万
円
。
事
業
会
計
の
合
計
が
、
前

年
度
比
２
・
８
㌫
増
の
44
億
２
４
３
５
万

円
。
総
合
計
は
、
10
・
2
㌫
増
の

２
９
２
億
４
３
９
４
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

新
庁
舎
、総
合
支
所
や
観
光
交
流
施
設「
イ

カ
の
駅
」、
海
洋
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
整

備
な
ど
、
平
成
30
年
度
は
今
後
の
能
登
町
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
な
節
目
の
年
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
大
型
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
様
々
な
機
会
を

通
じ
て
、
町
民
や
議
会
の
皆
様
に
情
報
を
お

示
し
し
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
町
づ
く
り
を
進

め
、
能
登
町
発
展
の
た
め
、
取
り
組
み
に

邁ま
い
し
ん進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

④
健
康
で
心
に
豊
か
さ
を

持
て
る
人
づ
く
り

⑤
地
域
を
通
し
て
共
に
学
び

ま
ち
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り

⑥
地
域
の
絆
を
深
め

　

住
み
続
け
た
く
な
る

　

ま
ち
づ
く
り

⑦
わ
か
り
や
す
い
行
財
政
と

　

情
報
の
共
有
に
よ
っ
て

　

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
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住
民
混
乗
ス
ク
ー
ル
バ
ス　

当
目
地
区
ま
で

運
行
区
域
を
拡
大
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
「
北
河
内
線
」
を
「
柳
田
線
」
と
名
称
変
更
し
、
当
目

地
区
ま
で
区
域
を
拡
大
し
て
運
行
し
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
際
は
ご
確
認

の
う
え
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

運
行
時
間
や
料
金
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

北
河
内
線 

→ 

柳
田
線

名
称

変
更

柳
田
体
育
館

笹
ゆ
り
荘

柳
田
バ
ス
停 

は
な
や
ス
ト
ア
ー 

向
口
商
店

下
河
内

上
河
内

岩
井
戸

当
目

極
楽
寺

兜
地

尻
田
谷
内

平成 30 年 4 月 1 日から

3 月 31 日まで

回数券を販売します
　4 月 1 日から住民混乗スクールバスの乗降料金を回数券でも
支払うことができるようになりました。
　11 枚綴りを 10 枚分の料金で購入できますので、お買い求め
ください。なお、各回数券は１枚ずつでの購入はできませんの
でご留意ください。

種　　類：50 円券、100 円券、200 円券、300 円券
販売時間：平日の 8 時 30 分から 17 時 15 分まで
販売場所：役場柳田庁舎

議
会

第
２
回
能
登
町
議
会
３
月
定
例
会
議
は
、

３
月
６
日
に
開
会
し
３
月
15
日
ま
で
の

10
日
間
と
会
期
を
定
め
、
平
成
30
年
度
能
登
町

一
般
会
計
予
算
な
ど
予
算
関
係
20
件
、
一
般
議

案
28
件
が
上
程
さ
れ
、
持
木
町
長
が
提
案
理
由

を
述
べ
、各
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

15
日
に
行
わ
れ
た
採
決
で
、
議
案
48
件
は
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
継
続
審
査
に
な
っ
て

い
た
請
願
１
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

追
加
議
案
と
し
て
人
事
案
件
２
件
が
上
程
さ

れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
意
見
書
２
件
及
び
議
会
提
出
議
案
１

件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案
：
50
件

○
可
決
さ
れ
た
平
成
30
年
度
予
算

一
般
会
計
／
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
／
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
／
介
護
保
険
特
別
会
計

／
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
／
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
／
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
／
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
／
水

道
事
業
会
計
／
病
院
事
業
会
計

○
可
決
さ
れ
た
平
成
29
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計
（
第
６
号
）
／
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
（
第
３
号
）
／
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計（
第
２
号
）／
介
護
保
険
特
別
会
計（
第
３
号
）

／
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
３
号
）
／

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
（
第
３
号
）
／

漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
）
／

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
（
第
３
号
）

／
水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）
／
病
院
事
業
会

計
予
算
（
第
２
号
）

・
能
登
町
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

に
つ
い
て

・
能
登
町
水
道
事
業
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
総
合
支
所
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
能
登
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
に
つ
い
て

・
能
登
町
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
立
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
に
つ
い
て

・
能
登
内
浦
の
ド
ブ
ネ
収
蔵
庫
条
例
の
制
定
に

　

つ
い
て

・
能
登
町
真
脇
遺
跡
縄
文
館
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
の
た
め

　

の
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例

　

を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に

　

お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
の
た

　

め
の
固
定
資
産
税
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

　

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定

　

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

　

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

　

る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
の
指
定

　

に
関
し
必
要
な
事
項
並
び
に
指
定
介
護
予
防

　

支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指

　

定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た

　

め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

　

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　

つ
い
て

・
能
登
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人

　

員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条

　

例
の
制
定
に
つ
い
て

・
能
登
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
農
林
水
産
物
加
工
開
発
セ
ン
タ
ー
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
体
験
交
流
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
観
光
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
に
つ
い
て

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画

　

の
策
定
に
つ
い
て

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画

　

の
変
更
に
つ
い
て

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
（
能
登
町
農
林
産
物
総
合
セ
ン
タ
ー)

・
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て(

平
成
29
年
度

　

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
事
業
能
登
町
内

　

浦
第
二
体
育
館
防
災
対
策
工
事(

建
築))

・
能
登
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

　

選
任
に
つ
い
て(

池
岸
雅
弘
氏
＝
宇
出
津)

・
能
登
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

(

一
谷
美
枝
子
氏
＝
鵜
川)

■
可
決
さ
れ
た
意
見
書
：
２
件

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
改
正
及
び
そ
の
円
滑
な

　

施
行
を
求
め
る
意
見
書

・
所
有
者
不
明
の
土
地
利
用
を
求
め
る
意
見
書

■
可
決
さ
れ
た
議
会
提
出
議
案
：
１
件

・
能
登
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

■
採
択
さ
れ
た
請
願
：
１
件

・「
柳
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
」　

　

の
建
設
に
関
す
る
請
願
書

平
成
30
年
第
１
回
能
登
町
議
会
２
月
会
議

は
、
２
月
26
日
に
開
会
し
、
１
日
間
と

会
期
を
定
め
、
請
負
契
約
締
結
に
係
る
議
案
１

件
が
上
程
さ
れ
、
持
木
町
長
が
提
案
理
由
を
述

べ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案
：
１
件

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
平
成
29
年
度
海

洋
教
育
研
究
施
設
建
設
に
伴
う
建
物
解
体
工
事
）

第 1 回  2 月会議
◆

第 2 回  3 月定例会議

平成 30 年

　0809_NOTO＋2018.4

日時　5 月 6 日㊐　受付 7:30 ～ 8:30

会場　柳田運動公園（柳田体育館・野球場周辺）

種目　　○歩こうの部…せせらぎコース 6ｋｍ
　　　　　　　　　　　   やませみコース 10ｋｍ
　　　　　　　　　　　   健脚猿鬼コース 16ｋｍ
　　　　   ○走ろうの部…エントリーは終了しています。

参加費　1,500 円
　　　　　※町内の小中学生無料。どなたでも参加できます。

申込　　当日大会場でお申し込みください。
　　　　　問猿鬼歩こう走ろう健康大会事務局
　　　　　　　（教育委員会事務局内）☎ 72-2509　FAX 72-2393

第32回

猿鬼 歩こう走ろう
　　　　　　　健康大会

深紅の花「のとキリシマツツジ」を愛でながら！！

ゲスト 
元マラソンランナー、100 ｋｍ
ロードウルトラマラソン世界
記録保持者

安部友恵さん

歩こうの部は当日参加可


